
































An Action that a Child Causes “Short-Temper”




























































































































































































































































































































































































いるドラマとして、『3 年 B 組　金八先生』を主
な題材にして考えてみた。
１）時代の流れによるキレる子どもの描写変化
金八先生は 1979 年の 10 月にスタートし、現













第 1 回シリーズ ・内申書　・受験戦争に消えた命
（1979 年 10 月～ 1980 年 3 月放送）
第 2 回シリーズ ・心を病む子どもたち　・親と子進路で対決
（1980 年 10 月～ 1981 年 3 月放送）
第 3 回シリーズ ・プッツンママ（1988 年 10 月～ 12 月まで放送）
第 4 回シリーズ ・ボク何になるの？　・オ受験母子の対決
（1995 年 10 月～ 1996 年 3 月放送）
表 1　『3 年 B 組　金八先生』主題（1979 年～ 1980 年代）
①初回から 1990 年代前半放送シリーズにかけて
　の生徒の描写























この 1980 年代後半から 1990 年代前半にかけて
























（1999 年 10 月～ 2000 年 3 月放送 )
第 6 回シリーズ ・父さんアンタが憎い　　・見捨てられた子
・子に捨てられた親
（2001 年 10 月～ 2002 年 3 月放送）
第 7 回シリーズ ・史上最低の 3B ！
（2004 年 10 月～ 2005 年 3 月放送）
第 8 回シリーズ ・ギラリと光るダイヤのような日！
・親の希望子どもの夢
（2007 年 10 月～ 2008 年 3 月放送）




② 1990 年代後半から 2008 年放送シリーズにか
けての生徒の描写
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6）　村田豊久「自分についての感覚 ･ 認識」『教















と医学』46 巻 4 号、教育と医学の会、1994
年、pp.330-336
12）宗像恒次「ストレスで『キレ』るイイ子の心
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